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○山井委員 三十分間、質問をさせていただきます。 

 まず、委員長に要望しますが、まさか、人の命を奪うこの高度プロフェッショナルを含んだ働き方の法案を強

行採決することは絶対にやめていただきたい。体を張ってとめさせていただきますので、まずそのことを最初に

申し上げます。 

 委員長、お願いします。 

○高鳥委員長 一言申し上げます。 

 採決につきましては、現在、与野党間で御協議をいただいておりますので、委員長としては、協議の推移を見守

りたいと思います。 

 質問を続けてください。 

○山井委員 ということは、与野党の合意がないときには採決はしないということでよろしいですか。 

○高鳥委員長 まだ引き続き御協議をいただいておりますので、その推移を見守りたいと思います。 

○山井委員 円満な運営がなければ、それは委員長の解任決議も含めて当然問題になってくるわけですから、絶

対そういうことはないようにしていただきたいと思っております。 

 きょうも、過労死の御遺族の方々、傍聴にお越しをいただいております。 

 そして、きょうの配付資料を見ていただきますと、配付資料の二ページ目と三ページを見ていただけますか。

二ページ目ですね。二〇一四年の五月二十四日、きょうが、二〇一八年の五月二十四日ですから、ちょうど四年前

なんです。この御遺族の方々の笑顔を見てください。この衆議院厚生労働委員会で、全会一致で過労死防止法が

通過をした。それについて御遺族の方々が涙を流して喜んでおられました。四年前のことであります。 

 それから四年たって、昨日の意見陳述でも、寺西参考人は、まさか、過労死をふやす法案が強行採決されようと

し、そのことの意見陳述に自分が来ようとは夢にも思っていませんでしたということをおっしゃっておられまし

た。 

 ですから、自民党の方々にも申し上げたいんですけれども、国会の存在意義、知恵というのは、前向きな修正を

して、与野党で合意して、いい法案を通すことであります。そういう意味では、きょう強行採決をするのではな

く、もうこの間の審議で、高度プロフェッショナル、残業代ゼロ制度が過労死を招くということは明らかになり

ました。御遺族の方々も、安倍総理への面談を求めて、昨日午後、総理官邸前で座込みもされ、マイクでも安倍総

理への面談を求められました。私もその話を聞いて本当に涙が出そうになりました。過労死の御遺族がですよ、

過労死の御遺族がそこまでしないと、過労死をふやす法案を政府・自民党はやめないのか。私は、与党や政府の良

識を信じておりますので、ぜひとも、高プロを削除して、審議を続けて、与野党でできる範囲の合意をして、採決

を、与野党合意の上で今後審議を続けていただきたいと思っております。 

 特に、十六ページを見てください。実際、十一年前にも、第一次安倍政権で安倍総理は、残業代ゼロ法案、ホワ

イトカラーエグゼンプション、今回の高プロと似た制度の提出を考えましたけれども、ここに書いてありますよ

うに、現段階で国民の理解が得られていない、思えない、決してサービス残業がふえたり、残業を助長することは

あってはならないということで、安倍総理が断念をされました。 

 きょうの午後一時から、安倍総理はこの場に来られます、加藤大臣そして安倍総理が。世論調査でも多くの方々

がこの働き方改革法案の今国会での成立には反対と言っているわけですから、ぜひともそこは、高プロを削除し

ていただきたい。私は、そこがまさに国会であり、国会審議だと思うんですね。国会審議をしても関係なく強行採

決して、人が死んでもどうなっても知りませんよなんということがあったら国会の意味がないですから、ぜひそ

こは冒頭お願いしたいと思います。 

 そこでなんですが、非常に残念なことに、加藤大臣の虚偽答弁、そして厚生労働省が捏造の家族会との面談メ

モを提出したことが明らかになりました。 

 きょうの配付資料の十ページを見てください。これは、前回、そして昨日の参考人質疑でも言いましたから、も

う明らかになっていると思います。 



 つまり、先日の理事会に、厚生労働省から、高度プロフェッショナルへの賛成意見の十二人のメモが出てきま

した。それに対して、賛成意見の方々からの加藤大臣へのヒアリングのメモだけ出すのはバランスを欠くという

ことで、私から五月の十六日に、高プロに賛成の人のヒアリングをして、それを根拠にするというのは問題だ、こ

れと真っ向から違う意見が出たと思いますよ、二月二十三日の過労死家族会の方々と加藤大臣との面談をと。 

 ですから、真っ向から違う意見が出た過労死家族会の方々の意見、つまり高プロを削除してくださいというこ

とが面談で言われたわけですから、その二月二十三日の加藤大臣と過労死御遺族の方々との面談メモを理事懇に

提出してくださいということを言いました。 

 実際、ここの配付資料の新聞記事にもありますように、報道されているんですね。八ページ、裁量労働制や高プ

ロに反対、過労死遺族、厚労大臣と面会。そして、九ページ、ここにも、赤線を引きましたように、残業代ゼロ制

度、高度プロフェッショナルの撤回を求めた。そして、下の新聞にも、脱時間給、高度プロフェッショナルなどの

制度について撤回を求めた。新聞も報じております。 

 ところが、厚生労働省が理事懇に提出した資料、こちらを見てください。すっぽりと、一番重要である高プロの

削除が、改ざんされて、なくなってしまっているんです。恐ろしいことですよね。 

 御遺族の方々が、過労死をふやさないでほしいという必死の願いで、高プロ削除と裁量労働制の拡大削除の要

望に行った。ところが、わざと面会内容を改ざんして、高プロの削除を要望していないということにしてしまっ

た。考えられますか、こんなこと。 

 おまけに、そのことを私が指摘したら、加藤大臣は虚偽の答弁をされて、先日の私への答弁ではどうおっしゃ

ったか。きょうの配付資料に入っております。十一ページ、私がこういう抗議をしたら、加藤大臣は前回の質疑

で、冒頭部分だけマスコミが入られたので、そこの部分は公開をしてやっていますから、そこだけ公開させてい

ただきましたと。中身においては高プロの削除の話はあったかもしれないけれども、冒頭ではなかったから書い

ていないんだ、こう反論されたんです。 

 ところが、家族会の方々が、冒頭の頭撮り、テープレコーダーでとっておられます、当然。私も聞きました。こ

この黄色の部分のように、高度プロフェッショナル、こうした法律をぜひ削除していただきたいとお願いと、高

プロの削除を頭撮りの部分でも言っているんですね。にもかかわらず、その部分だけ御丁寧に厚生労働省はカッ

トして、私たち議員に配付する。 

 加藤大臣、これは深刻な問題です。御遺族の方々の要望を改ざんして国会に出す、許せません。謝罪と正しいペ

ーパーの再提出をお願いします。 

○加藤国務大臣 今委員の御質問の中でまさにあったように、面談のメモを出せとおっしゃったので、メモとし

て残ったものを出させていただいた。 

 それから、改ざんとおっしゃいましたけれども、改ざんというのは改ざんする前と後がありますけれども、私

どもはこのメモ一個しかございません。 

 もちろん、このメモには、その後、マスコミが退出した後のやりとり、もちろんございますが、そこは、家族会

の方とも、これは非公式の面談だということで、そこは削除させていただいたということで、委員のおっしゃっ

ていることは全く当たっていません。 

○山井委員 言いわけもいいかげんにしなさい。 

 過労死家族の方々のメモとテープがあるじゃないですか。なぜ一番肝の部分だけメモに入っていないんですか。

あり得ないじゃないですか。部下のメモをとった人の責任にされるのかもしれませんけれども、最低です。大臣

の資格はありません。いずれ加藤大臣の不信任案、提出させていただくことになると思います。 

 私は、もうこんな低次元な議論は本当はやりたくない。御遺族の方々が高プロ削除の面談をした、その高プロ

削除の内容さえ改ざんして、世の中に知らせない。じゃ、私たちは何を信じて国会審議したらいいんですか。必死

の思いで、命を救いたい、過労死をなくしたい、悲壮な思いで加藤大臣に高プロの削除を要望したんですよ。それ

を、メモにとっていなかったって、あり得ないじゃないですか、そんなこと。何で、一番肝の高プロ削除だけ聞き

逃した、メモをとり忘れた。冗談じゃないですよ。御遺族の思いをないがしろにするのもいいかげんにしていた

だきたい。子供じみた言いわけはやめてください。もう話になりません。 



 それで、こういう加藤大臣に切なる思いを届けても、こういうふうにメモの改ざんまでして、私たち国会議員

あるいは世の中に高プロ削除の要望があったことを知らせない。それは仕方ないですよ、それだったら安倍総理

に会うしか。ということで、今回、家族会の方々は、これは加藤大臣では話にならないということで、安倍総理に

面談要望されました。 

 原審議官、お越しをいただいております。 

 先ほどの池田議員への答弁で、先週金曜日の晩遅くには安倍総理に家族会からの面談依頼が伝わったというこ

とであります。 

 そして、面談の依頼の紙、こちらにありますように、七ページであります。このままでは過労死がふえるから会

っていただきたいという切なる思いでありました。 

 それで、原審議官、ということは、安倍総理は金曜日の晩にこの御遺族の方々からの面談依頼を受けて、それ

で、要は面会を拒否されたということですか。先ほどの答弁では、何か厚生労働省で対応したらいいとおっしゃ

っていましたけれども。ということは、安倍総理は御遺族からの面談の依頼を聞いて、私は会わない、自分は会わ

ないと面会を断ったということなんですか。 

○原政府参考人 お答え申し上げます。 

 先ほども御答弁させていただきましたが、まず初めに、全国過労死を考える家族の会の声については、政府と

して十分に受けとめる必要があるというふうに存じます。 

 それから、さきの委員の御指摘も受けとめまして、私の方で、このような面談依頼があったこと、それから本件

面談依頼への対応を検討する旨、金曜日の夜、外交日程が分刻みの中、秘書官を通じてお伝えをさせていただき

ました。 

 その後、休みの日にかけまして、官邸、内閣官房、厚生労働省、これで、どのような対応をするかということで

協議を行わせていただきました。その結果、政府として検討した結果、所管の法律の御意見でございますので、厚

生労働省において対応させていただくことになったものと承知しております。 

 なお、この方針につきましては、政府としての対応を検討した結果ということで、総理にも報告をさせていた

だいているというふうに承知してございます。 

○山井委員 話は簡単なんですよ。安倍総理が、働き方改革、過労死をなくすために自分は一番力を入れている

から当然会いますよと言えば会うのに、会わない。そして、会わない方針を了承した。ということは、安倍総理は

家族会との面談を拒否したということですね。 

 この十二ページ、一年前の二月には、首相官邸で、過労死された高橋まつりさんのお母様の幸美さんに会われ

て、この記事によると、まつりさんの写真のアルバムを首相に見せながら思い出を語った、首相は涙ぐみながら

聞いていたという、そして、首相は去年の一月の施政方針演説で、まつりさんの自殺に言及し、二度と悲劇を繰り

返さないと強い決意で、長時間労働の是正に取り組むと述べたと。 

 何か言い方は悪いですけれども、自分が会いたいときだけ、何か自分のプラスになるときだけはちゃっかり会

って、いざ、本当に過労死をなくすために、お願いですから会っていただきたいと、きのう座込みまでされても、

過労死を減らすと言っていたけれども、ちょっと、うそがばれたんじゃないかということで、もう会わない、そう

いうことなんですか。これは、午後、総理が来られますので、同僚議員からもこのことも話があると思いますが、

都合のいいときだけ会って、本当に過労死をなくしてほしいという御遺族の意向を拒否する。そして、加計理事

長とは十何回も会う。私は、どう考えても間違っているとしか思いようがありません。 

 原さん、お帰りください。 

 安倍総理も、もともとは、過労死を減らしたいとか長時間労働を是正したいとかそういうことを言っていたけ

れども、法案審議の中で、この高プロ、残業代ゼロ制度が過労死をふやすということが明らかになって、格好悪く

てもう御遺族の方に会えないのかもしれませんけれども、それでは困ります。働き方改革とリーダーシップをと

っておられる以上、ぜひとも採決までには会っていただきたいと思います。 

 それで、今回、私、幾つか質問主意書を出させていただいたんですが、割と驚いた答弁が返ってまいりました。 

 例えば、今まで、健康管理時間が百時間を超えたら医師の面談があるというのが一つの健康確保の切り札とな



っておりました。ところが、昨日返ってきた質問主意書によると、高プロで健康時間が百時間を超えた労働者の

方が、毎月百時間を超えたら面接指導を受けなければなりませんか、先延ばしし続けて実際に指導を受けないと

いうのはだめなんですかということを、質問主意書を出させていただきました。そうすると、驚くべきことに、医

師による面接指導を行わなければならないこととしているが、労働者が当該医師による面接指導を受ける義務に

ついては規定していないと。つまり、労働者が百時間、健康管理時間がふえたからといって医師の面接指導を受

けなければならないわけではないと書いてあるんですよね。 

 ということは、結局、忙しくて受けられないということになれば、面接指導を受けなさいよと本人に言えば、も

う雇用主の義務を果たしたことになる。つまり、必ずしも面接指導を受けなければならないということではない、

とにかく、受けなさいよと言えばそれで義務を果たしたことになるということで、大臣、よろしいですか。 

○加藤国務大臣 お尋ねの趣旨が、高度プロフェッショナル制度を適用するための要件として、当該制度の対象

となる労働者は、その健康管理時間が一定時間を超える場合に医師による面接指導を受ける義務ということにつ

ながるのかという趣旨で私どもは解したので、その制度を適用するための要件としてそうした義務は規定されて

いない、こういうふうにお返しをしたということであります。 

○山井委員 それでは全く歯どめにならないじゃないですか。百時間を超えて面接指導を必ず受けるということ

でも、私は歯どめにならないと思いますよ。面接指導を受けたからといって、岡本議員も指摘したように、別にそ

れで労働時間が減るわけじゃないんですから。でも、今の答弁によると、医師の面談を受けてくださいとは言う

けれども、別に受けなくてもいい。それは、忙しくて過労死しかかっているような方は受けられないケースも多

いですよ。全くこれは歯どめになりません。 

 それともう一つ、きのうも主意書の答弁が返ってきました。これもやはり驚くべき内容であります。どういう

答弁か。きょうの配付資料に書かせていただきました。要は、二十四時間の連続勤務、ページ五です。質問主意書

で、二十四時間連続労働しなければ終わらないくらいの業務を指示することを禁止する規定は働き方改革法案に

ありますか、業務が過大であったため、結果的に労働者が二十四時間連続して労働した場合、このような指示を

禁止する規定はありますかと。それに対して答弁は、御指摘のような指示等を禁止する明文の規定はないと書い

てあるんですね。 

 そうしたら、本当に、これだけの仕事を今からやってくださいと言われて、それで、あなた、高度プロフェッシ

ョナルでしょう、やり方は任せますよと言われたって、徹夜しても終わらない仕事を渡されても、それを禁止す

る規定はないんです。 

 逆に、裁量労働制には、守られてはいないけれども、一応法律に書いてあるんですよ、一応は。つまり、裁量労

働制の法律には、遂行の方法を大幅に当該業務に従事する労働者の裁量に委ねる必要がある、遂行の手段及び時

間配分の決定等に関し使用者が具体的に指示することが困難と。つまり、まだ裁量労働制は、守られていません

よ、守られていないから過労死になっているんですよ、しかし、まだ一応、一応は書いてあるんです。高プロはこ

れも書かれていませんから、過労死のリスクは非常に高いわけですね。 

 それで、お伺いしますが、高プロの対象者が過労死した場合、加藤大臣や国民はその事実を知ることはできる

んですか。さらに、高プロの対象者が過労死しても、今まで御遺族の方や弁護士の方々がおっしゃっているよう

に、ほとんど労災認定は受けられません、過労死とは認められません。そういうふうな場合も、加藤大臣、厚生労

働省や国民に、新しく導入した高プロで人が死んだけれども労災認定されませんでした、こういう事実は知らさ

れるんですか。加藤大臣、お答えください。 

○加藤国務大臣 まず最初の、個別事案について出すのかということについて言えば、これはもうこれまで一貫

して申し上げておりますように、個人情報保護等の観点もありますから、個別情報について一件一件。もちろん、

御遺族あるいは御遺族の代理人がお認めになれば、その範囲においてはこれまでもお示しをさせていただいてい

るということであります。 

 その上で、厚労省では毎年、過労死等の労災補償状況を公表しているところでありますので、高度プロフェッ

ショナル制度が適用される労働者の過労死等の支給決定件数の公表についても、これに沿って検討していきたい

と思っておりますが、ただ、個人情報の保護等の観点も十分配慮していく必要があろうというふうに思っており



ます。 

 また、過労死等の支給決定件数については、今申し上げましたけれども、どのような雇用形態で働いていたと

認識していたという観点から、今、裁量だけでありますから、裁量も含めて、ほかのことも含めて、その公表方法

を検討させていただきたいというふうに思っております。 

○山井委員 検討って何なんですか。ちゃんと公表するんですか。具体的に誰が高プロで亡くなったとは言えま

せんよ。一件、二件、三件、四件、高プロの労働者が一年間で過労死したということは公表されるということです

か。 

○加藤国務大臣 今、ですから、一件ということになると、かなり個別情報とのかかわりというのはあるんだろ

うと思います。ですから、そういった場合にどうするかということも踏まえながら、どういう形でお示しをして

いくのか。 

 ただ、基本的には、現在も、過労死等の労災補償状況を公表し、その中では、裁量制については専門型、企画型

も分けて公表させていただいておりますから、基本的にはその線に沿って対応していきたいと思っております。 

○山井委員 全く話になりません。 

 それで、今言ったように、労災認定がそもそもおりないんです、残念ながら。労災認定がおりないんです。高プ

ロだったのに、申請して、却下されて、過労死している人の件数も同様に発表されることでいいですか。 

○加藤国務大臣 今のお話は、結果的に、申請件数と決定件数ということになるんだろうと思います。その辺は

どういうふうにするのか。例えば、ある年度に申請があったからといってその年度にすぐに決定になっていない

場合ももちろんあるわけでありますから、その辺も含めて、それから、先ほど申し上げた個人情報の保護の観点

ということも含めて、その辺の対応については考えさせていただきたいと思いますけれども、過労死の実態等に

ついていろいろとお示しをしていくということは大事だというふうに思います。 

○山井委員 ちょっと確認しますが、労災申請して、高プロの人が過労死して、労災認定、過労死認定を受けられ

なかった、その方の事実も、ことし一年間で、高プロで過労死したけれども労災申請を受けられなかったという

件数を明らかにするということでいいですね。 

○加藤国務大臣 いずれにしても、その辺についてはこれから議論させていただきたいと思いますが、ただ、過

労死の実態等について示していくということは大事なんだろうというふうに思います。 

 申請の部分も、過労死とは認定をしているわけではありませんけれども、そうした状況を示していくという観

点から、どういった形の対応があるのかということでありますし、少なくとも決定については、今既に裁量労働

制についてはお示しをさせていただいておりますので、そういった方向に沿って考えていきたいと思っておりま

す。 

○山井委員 全く答弁になっていません。 

 結局、高プロで亡くなっても、労災認定も受けられず泣き寝入りをし、本当に、家庭崩壊しかねません。本当に

恐ろしい危険な法案です。 

 そして、きょう、配付資料一ページ目に載せさせていただきましたけれども、きょうも傍聴に御家族の方々、御

遺族の方々お越しをいただいておりますが、本当にこれは大変な、深刻な問題です、過労死というのは。読み上げ

させていただきたいと思います。これは、過労死防止法制定のために五十五万筆署名が集められたんですね、そ

のときのチラシに出ておりましたマーくんという子供、当時小学校一年生の詩です。 

   ぼくの夢 

  大きくなったら 

  ぼくは博士になりたい 

  そしてドラえもんに出てくるような 

  タイムマシーンをつくる 

  ぼくはタイムマシーンにのって 

  お父さんの死んでしまう 

  まえの日に行く 



  そして「仕事に行ったらあかん」ていうんや 

 そして、このマーくんが大きくなられてから、続きの詩をつけ足されました。右のページです。 

  大きくなっても ぼくは 忘れはしないよ 

  得意な顔して作ってくれた 

  パパ焼きそばの 味を 

  ぼくは タイムマシンに乗って 

  お母さんと一緒に 助けに行こう 

  そして 仕事で 死んだらあかんて 言うんや 

  仕事のための命じゃなくて 

  命のための仕事だと ぼくは伝えたい 

  だから 仕事で 死んだらあかんて 言うんや 

 そしてもう一つ、下のページに、「にいがた記者日記：家族の時間」、毎日新聞の東海林さんの記事であります。

非常に重要ですので、読み上げさせていただきます。 

  毎年六月になると思い出すことがある。過労死で夫を亡くした女性の話を聞きに東海地方を訪れた時の話だ。

もう、十年以上前のことだが、蒸し暑さと共によみがえる。 

  家を訪ねると、三歳ぐらいの女の子が、白いレースのワンピースに赤いエナメルの靴でおすましして、玄関

にちょこんと座っていた。誰かを待つかのように、背筋を伸ばし、ほんのり笑っていた。 

  二時間近く女性の話を聞いた。昼夜問わず携帯で指示を受け、月百時間を超える残業。体がきついと退職を

決意した直後、営業車の中で休んでいて突然死した。まだ三十代になったばかり。結婚七年目で授かった愛娘を

残して世を去らねばならなかった無念に胸が締め付けられた。 

  帰り際、少女は、まだ玄関に座っていた。気丈に振る舞っていた女性が大粒の涙をこぼした。「休みの日は、

かわいい格好して、良い子にしてれば、お父さんが迎えにきて遊びに連れてってくれると待っているんです」。体

全体で父を求めるいじらしさに涙が止まらなかった。長時間労働は家族みんなから大事な時間を奪う。少女の小

さな背中はそう告発していた。 

 御遺族の方々また私たちが必死に反対しているのは、御本人が亡くなってからでは取り返しがつかないんです。

高プロを強行採決で導入した、やはり上限がなかったから、あるいはルールが守られなくて死んじゃったでは、

取り返しがつかないんですよ。だから、私たちは、何とかこの高プロを削除していただきたいということを今お

願いしているんです。 

 質問の最後に改めてお願いしますが、加藤大臣、やはり、私たちの仕事は、与野党、政府を超えて国民の命を守

ることだと思うんです。こういう犠牲者を出さないことだと思うんです。こういう犠牲者を出すという可能性が

ある、特にそれを当事者の過労死の御遺族の方々が必死に訴えておられるのであれば、一旦立ちどまって、与野

党合意できるところだけを成立させよう、そして、この高プロについては、引き続き、過労死するリスクがあるの

かないのか、どうやって軽減できるのか、そのことを検討しようじゃないですか。 

 ぜひとも、きょうも安倍総理がこの後来られますが、安倍総理とも相談して、高プロを削除する、その決断を、

加藤大臣、担当大臣としてしていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

    〔委員長退席、渡辺（孝）委員長代理着席〕 

○加藤国務大臣 今読み上げられた文章、本当に、お父さんを亡くされた子供さんの思い、あるいはその姿を見

た記事であり、文章だったというふうに思います。 

 まさに、過労死、亡くなった御本人も、そうしたかわいい子供さんを残して逝ってしまうということに対する

思いというのも相当あると思いますし、また、残された御家族のつらい思い、このことを私たちはしっかりと共

有をしなければならない、そういった思いも含めて、今回、時間外労働についても罰則つきの上限規制等々のこ

とをし、また、実際、長時間労働の是正に向けて私どもも取組をさせていただいて、また、議員立法も踏まえて対

応させていただいているということでございます。 

 その上で、そうした取組をしながら、一方で、これからの時代を考え、ＡＩ等が進む中で仕事のありようも変わ



っていく中で、この国においてどういう仕事のありようが出て、また、より付加価値の高い事業を残していくの

か、そういった観点から、今回、自律的に創造力を発揮してほしい、そういう期待の中で高度プロフェッショナル

制度を提案させていただいたところでございます。 

 それについては、きのうの参考人質疑の中においても、それを支持するという声もあったというふうに承知を

させていただいているところでございます。 

 また、労働政策審議会でもお諮りをし、要綱をかけ、そして、それを踏まえて、現在、法案を提出させていただ

いているところでございますので、委員会において御審議をいただくことをお願いしたいというふうに思います。 

○山井委員 最後に意見だけ言わせていただきます。 

 過労死で亡くなられた方々、私も多くの方々の話を聞きましたが、責任感が重くて、家族思いの方ばかりなん

です。責任感が重い方が過労死をされてしまうんですよ。今回、修正案で、途中で高プロを離脱できるという修正

案をつくられるようですけれども、残念ながら、なかなかそういうのは実効性はありません。戦争でもないのに、

なぜ二日に一人、人が死なないとだめなのか、この日本で。そういう意味では、万が一この高プロを含んだ法案を

強行採決されたら、これは残念ながら人災になりますよ。この強行採決、この法律が人の命を奪って、こういう過

労死の遺児をつくったということになりますよ。 

 そういうことがあっては絶対にならないと思いますので、ぜひとも高プロの削除をして、与野党円満に合意で

きる部分だけ今後審議をしていく、そういうふうにしていただきたいと思います。 

 ありがとうございます。 

    〔渡辺（孝）委員長代理退席、委員長着席〕 


